　誓約書
　　　年　　　月　　　日
公益財団法人
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会  様
当社は、「近代五種競技における競技馬の賃貸借契約」の応募申請にあたり、以下１の(１)～(３)すべての事項を満たすことを誓約するとともに、以下の事実に反する事実が判明した場合には、「近代五種競技における競技馬の賃貸借契約」に係る契約が解除される場合があることに同意します。
1　次の（１）から（３）の事項に該当する者が、本件への応募ができる
（１） 下記のいずれにも該当しないこと。
ア 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の 4 の規定(別紙参照)に該当する者

イ 東京都契約関係暴力団等対策措置要綱（昭和62 年1 月14 日付61 財経庶第922号）第5 

条第1 項の規定による排除措置期間中の者及び、その他の地方自治体が定める暴力団等排除措置要綱による排除措置期間中の者
(２)　下記の内容を履行できる者。
ア競技馬の提供
公益社団法人日本馬術連盟が定める中障害Ｂクラス以上の飛越能力を有する競技馬であること。
障害馬術競技大会の出場経験を有する競技馬であること。
予防接種歴の記載がある健康手帳を所持し、国内競技会の入厩条件を満たしている
こと。
その他、近代五種競技に適している競技馬であること。（別途競技馬選定基準参照）

イスタッフの派遣
調教会場には１競技馬につき、原則1名派遣すること。
大会会場には1競技馬につき、原則2名派遣すること。
ウ競技馬の調教
調教会場にて、通常の調教に加え、大会本番時と同様のコースで競技馬の調教を行うこと。
エ競技馬の輸送
入厩時、自厩舎から調教会場までの輸送を行うこと。
退厩時、大会会場（もしくは調教会場）から自厩舎までの輸送を行うこと。
オ競技馬の管理
賃貸借期間中の競技馬の管理を行うこと。
カその他
調教会場及び大会会場にて行われるジャンピングテストで騎乗すること。
(３)　下記の内容を誓約できる者
ア応募表明者は、本件の応募にあたり組織委員会から提供された全ての情報及び資料について、厳に秘密を保持するものとし、組織委員会の事前の書面による承諾なく、第三者に開示、遺漏しないものとする。
イ応募表明者は、本秘密情報を本件等以外のいかなる目的にも使用しないものとする。
ウ応募表明者は、組織委員会からの要請があった場合は、本秘密情報が含まれる一切の資料を直ちに返還もしくは廃棄するものとする。
エ応募者の責に帰すべき事由により、秘密情報が漏洩し、これにより組織委員会に損害を与えたときは、応募者は組織委員会に対して損害の賠償をしなければならない。
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